
修学旅行を終えて 
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昨日までの修学旅行では、学校生活での当たり前を修学旅行の場

でも実践する幸中生のすてきな姿をたくさん見ること、触れるこ

と、感じることができました。時間を守った行動。バスを乗り降り

する際の自然なあいさつ。食事会場を後にする時に片付けやすいよ

うにテーブルごとに食器を重ねたり、スタッフの方への「おいしか

ったです」「ありがとうございました」という声掛け。歩道を歩いて

いる時に他の通行人の方への配慮ある歩き方。などなど、一緒に行

動をしていて感心することが多くありました。その甲斐もあって、

大きく体調を崩す子もいなくて、気持ちよく先生たちも３日間を過

ごすことができたと思っています。 

大好きな仲間と寝食を共にして過ごした時間は大切な宝物になる

ことでしょう。そして、今回学んだ公共の場でのマナー等の幸中生

としての当たり前の行動は、中学校を卒業してからも、社会に出て

からも通用するものです。幸中生としてさらに当たり前を磨いて、

社会に出て周りの人から愛される人になっていってほしいと願って

います。 

もう一点、今回の修学旅行を通して３年生のみなさんの「人懐こ

さ」を強く感じました。明るさや笑顔、話しかけやすさは、自然と

周りに仲間の輪が広がります。私にも、いっぱい話しかけてくれ

て、素の自分を出してみなさんと過ごすことができました。みなさ

んとの会話やふれあいが本当に楽しかったです。ありがとう！ 

校長室より 


